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2014年は、日本においてデング熱国内流行が 69年ぶりに発生した。2014年は台湾でも

高雄市をはじめ台湾南部において 1 万 5 千人を超える大きなデング熱の流行が発生した。

日本の代々木公園に端を発したデングウイルスと台湾の主要流行株は共にデングウイルス

1型遺伝子型Ⅰ型であったが、ウイルスとしては別の株と考えられた。しかし双方のウイル

スはそれなりに近いウイルスであった。このようにウイルス学的視点からみると、ウイル

ス株の病原性が日台双方の大流行に寄与していると考えたくなるのであるが、本研究班を

通じての台湾との情報交換および意見交換と分析結果によれば、むしろ人為的な要因の方

が大きかったと考えられる。それは、高雄市で 2014年 7月 31日に勃発したパイプライン

からのガス漏れに起因するガス爆発という事故である。この事故で 257人の負傷者と 25人

の死者を出したが、この事故後、野外生活を余儀なくされた避難民が多数発生したことと

デング熱流行拡大が大きく関係したようである。このことは、代々木公園での感染拡大と

も共通する要因があることから、今後のデング熱対策に重要なポイントである。 

 

 

Ａ．研究目的 

台湾と日本における主たる昆虫媒介性ウ

イルスは日本脳炎ウイルスとデングウイル

スである。輸入症例を含めた患者報告数と

しては、デング熱が日本脳炎より多いため

本年度はデング熱を対象としてモニターし

ている。特に台湾北部にはデング熱媒介蚊

としてヒトスジシマカは生息するがネッタ

イシマカは生息しない。我が国ではヒトス

ジシマカが、デングウイルスの媒介蚊であ



るので台湾の情報は非常に重要である。当

初はデング熱輸入症例に対象を絞って、デ

ング熱の輸入症例のなかでも、島国を対象

にすることによって各島で異なるウイルス

による流行が存在する可能性が高いと考え、

島国であるインドネシア、フィリピンから

の輸入症例に関してウイルス遺伝子情報を

交換を目的としたが、2014年 8月に日本国

内でデング熱流行が、69年ぶりに発生した

ため、双方の国内流行株および流行状況に

焦点を当てて解析した。 

 

Ｂ．研究方法  

 デング熱患者血清をウイルス遺伝子検査、

デングウイルス非構造抗原（NS1）検査お

よびデングウイルス IgM抗体検査（ELISA

法）を実施し、デング熱であることが確認

された症例に関して、急性期血清からウイ

ルス分離を実施した。ウイルス遺伝子解析

は、患者血清からのダイレクトシークエン

スと分離ウイルスからのシークエンスを実

施し、患者血清からのシークエンスが得ら

れた場合はその配列を優先して採用した。

遺伝子解析は、E 領域をダイレクトシーク

エンスにより、ABI prism Avant 7100(ABI

社)によりプロトコールに従い塩基配列を

決定した。決定した塩基配列はそれぞれデ

ングウイルス型別にソフトウェアー

（MEGA4）により系統樹解析を行った。 

 

C．研究結果 

 2014 年東京代々木公園を主感染地とし

て発生したデング熱の原因ウイルスは、デ

ングウイルス１型遺伝子Ⅰ型であった。

2014年の東南アジア、中国、台湾の主たる

デングウイルス流行株は、やはりデングウ

イルス１型遺伝子Ⅰ型であった。台湾の主

流行株と日本の主流行株を比較検討したと

ころウイルス株としては異なるものであっ

た。しかし、我が国の静岡の症例から分離

されたウイルスと台湾の流行株を比較する

と 99%の相同性を示した。しかし、台湾で

のデング熱流行拡大の最大要因は2014年7

月 31 日に高雄市で勃発したパイプライン

からのガス漏れに起因するガス爆発という

事故であった（図１、図２）。この事故で

257 人の負傷者と 25 人の死者を出したが、

この事故の後、野外生活を余儀なくされた

避難民が多数発生した。高雄市にはデング

ウイルス媒介蚊としてネッタイシマカとヒ

トスジシマカが生息している。これらの蚊

によって感染者は急増した。その結果、デ

ング熱患者が急増することになった。デン

グ熱患者総数は 15,765人（内輸入症例 240

例）、デング出血熱患者は 139（内輸入症例

0）であり死者 20人であった（表１）。死亡

例の多くは高齢者で基礎疾患を持っている

人が多かった。一方、日本の流行について

も、感染拡大場所が代々木公園という 

Mass gathering placeであった点、公園内

に長期滞在者がいた点で高雄市のパイプラ

イン爆発事故後の野外生活の状況で共通点

があった。 

 

D.考 察 

日本の代々木公園に端を発したデングウ

イルスと台湾の主要流行株は共にデングウ

イルス 1 型遺伝子型Ⅰ型であったが、ウイ

ルスとしては別の株と考えられた。しかし

双方のウイルスはそれなりに近いウイルス

であった。また、日本の代々木公園に関連

する主流行株ではないが、静岡のデング熱



患者のウイルスは台湾に由来する株であっ

た可能性も高い。このようにウイルス学的

視点からみると、ウイルス株の病原性が日

台双方の大流行に寄与していると考えたく

なるが、本研究班を通じての台湾との情報

交換および意見交換と分析結果によれば、

むしろ人為的な要因の方が大きかったと考

えられる。それは、高雄市で 2014 年 7 月

31 日に勃発したパイプラインからのガス

漏れに起因するガス爆発という事故が発生

した。この事故で 257 人の負傷者と 25 人

の死者を出したが、この事故の後、野外生

活を余儀なくされた避難民が多数発生した

こととデング熱流行拡大が大きく関係した

ようである。高雄には、デングウイルス媒

介蚊としてネッタイシマカとヒトスジシマ

カの両方が生息しているが、公園の

breeding siteの蚊の卵の調査からはその 8

割がヒトスジシマカであったことから、野

外生活者を刺した蚊の多くはヒトスジシマ

カであったと考えられる。デング熱流行地

においては、ネッタイシマカが主たる媒介

蚊であるが、ウイルスの拡散に関しては

Mass gathering placeにおけるヒトスジシ

マカが果たしている役割もかなり大きいの

ではないかと考えられる。 

 

E．結語 

1）日本の代々木公園に端を発したデングウ

イルスと台湾の主要流行株は共にデング

ウイルス 1型遺伝子型Ⅰ型であった。 

2）デングウイルス媒介蚊としてのヒトス

ジシマカは、多くの人が集まる公園等

の野外における感染拡大に大きな役割

を果たしている。 
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台湾高雄市でパイプライン爆発地区を示す。このガス漏れに起因する爆発により、25

人が負傷した。爆発後、多くの住民が野外生活を余儀なくされた。 

25人が



陥没した道路に落ち込んだ車

 

 

 

 

 

 

陥没した道路に落ち込んだ車陥没した道路に落ち込んだ車陥没した道路に落ち込んだ車 

 パイプラインの爆発で陥没した道路パイプラインの爆発で陥没した道路パイプラインの爆発で陥没した道路

 

パイプラインの爆発で陥没した道路 



 

表１ 台湾におけるデング熱患者数（輸入症例を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台湾におけるデング熱患者報告数

（2014年） 
デング熱 デング出血熱 

Total 15,765 139 

Imported cases 240 0 

Death 0 20 


